
回答数

933件
実態把握のためアンケートを実施

質問項⽬概要
・最終学歴となる学校を卒業した年
・雇⽤形態
・年収
・家族構成
・⾃⾝の就活について(⾃由記述)
・現在の暮らしにおける不安・課題
・政府が2020年から実施している
「就職氷河期世代⽀援プログラム」について
・�求める政策

アンケート⽅法

Googleフォームを使⽤し、
4⽉15⽇〜4⽉28⽇までの8⽇間で実
施。拡散⽅法はX、Instagram、党公式
ホームページでの記事の公開。



93~05年
78.8%

06~09年
8.1%

10年
7.3%

90年以前
2.9%

回答者の8〜9割が
就職氷河期世代当事者

2006年-2009年 8.1％
2010年以降     7.3%
1990年以前     2.9％
1991年-1992年 2.9％

1993年-2005年 78.8％

回答者内訳

⼀般的な氷河期世代
最終学歴となる学校を卒業した年



正規雇⽤
46.4%

⾮正規雇⽤
25.8%

無職
12.1%

個⼈事業主・フリーランス
11.6%

経営者
4.1%

雇⽤形態

回答者内訳

200~399万
28.8%

200万未満
25.2%

400~599万
20%

600~799万
13%

800万以上
13%

年収



課題・不安

求職活動がうまくいかない
（または、する余裕がない）

いざというときに頼れる人が少ない
（または、いない）



利⽤していない
56.6%

聞いたことがない
31.2%

利⽤している
12.2%

政府実施の
「氷河期世代⽀援プログラム」について

回答者内訳

利⽤していない
聞いたことがない87.８％

繋がらなかった
97.4%

繋がった
2.6%

利⽤した結果
課題解決に
繋がったのは
わずか

2.6％

繋がった 2.６％

繋がらなかった 97.４％

利⽤したことがある 12.2％
繋がった 2.６％

利⽤していない 56.6％

聞いたことがない
31.2％



利⽤の障壁

内容がニーズに合っていない
情報の分かりにくさ

就労がゴールになっている
利用するまでの申請が煩雑


